
 

 

 

 
  

日米和親条約 170周年記念特別展 

 「外国奉行と神奈川奉行 ―幕末の外務省と開港都市―」 

Part2 「神奈川奉行―開港都市を治める」 開催のお知らせ 

 
 

今年は、安政元年（1854）に横浜で日米和親条約がむすばれてか

ら 170 周年にあたります。この条約の締結によって、日本は欧米諸

国と恒常的に外交をおこなう必要に迫られ、幕府は担当機関を創

設しました。 

現在開催中の Part１では、外務省の前身にあたる組織「外国奉

行」を紹介していますが、10 月 26 日からの Part２では、神奈川県

（庁）の前身機関である「神奈川奉行（所）」にスポットをあてます。 

神奈川奉行（所）は、安政 6 年（1859）の横浜開港と同時期に設

立された重要な幕府の機関で、開港都市横浜を治めるとともに、来

航する外国人との折衝を担当しました。 

しかしこれまで同奉行所に関して、まとまった展示・研究はおこな

われてきませんでした。 

本展示は神奈川奉行に関する初の本格的な展覧会となります。 
 
 
 
 
 

 

 関連企画のご案内                                                    

展示担当者による展示解説 

11月 8日（金）10時 30分～ （40分程度） 

予約不要 会場：企画展示室入口 参加費：無料（ただし特別展観覧料が必要） 
 
 展示関連新刊図書のご案内                                             

横浜開港資料館編 『外国奉行と神奈川奉行』 

判型：A4判１９２ページ 価格：2,500円（税込） ISBN：978‐4‐90854‐817‐8 

約 250枚の図版で２つの組織について紹介します。専門研究者の論考も収載。 
 

 
 
 

→【裏面】主な展示資料と見どころ 

令和６年１０月１１日 
横 浜 開 港 資 料 館 
(公財）横浜市ふるさと歴史財団 

記 者 発 表 資 料 

 

◆特別展 Part2 「神奈川奉行―開港都市を治める」 基本情報◆ 

【会  期】 令和 6（2024）年 10月 26 日（土）～11 月 24 日（日）  

【開館時間】 9：30～17：00（入館は 16：30 まで） 

【観 覧 料】 一般 500 円、小・中学生・横浜市内在住 65歳以上 250 円 

毎週土曜日は高校生以下無料・毎月第 2 水曜日「濱ともデー」は市内在住 65 歳以上無料 

【休 館 日】 月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日） 

【会  場】 横浜開港資料館 企画展示室 

【主催】公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団 【共催】横浜市教育委員会 【後援】外務省／ 

駐日英国大使館／朝日新聞横浜総局／神奈川新聞社／産経新聞社横浜総局／東京新聞横浜支局／ 

日本経済新聞社横浜支局／毎日新聞社横浜支局／読売新聞横浜支局／NHK 横浜放送局／tvk／FM ヨコハマ 



 

 Part2「神奈川奉行－開港都市を治める」 おもな展示資料と見どころ                                 

 

神奈川奉行所が作成した史料のまとまり（史料群）は残存

していません。 

しかし、今回の調査で、福生市の酒造会社（石川酒造）に

奉行所で作成した「御用留」（公用書類の綴り）が２冊残さ

れていることが判明しました。1冊は文久元年 1月から 12

月までの関係文書を収め、もう 1冊は文久元年 1月から文

久 3年 4月までの書類を収録しています。横浜の研究者

には存在を知られていなかった貴重な史料で、綴りのなか

には宣教師サミュエル・ブラウンが作成した日本語・英語の

日常会話文の「刷り物」も含まれています。ブラウンは英語

教育・聖書の翻訳に大きな功績を残した人物です。 

 

 

 

◆神奈川奉行支配定役山本謙兵衛写真  

下岡蓮杖撮影 文久年間（1861～64）頃 当館 

 

 

下岡蓮杖は横浜にスタジオを構えた写真家。神奈川奉行所の役

人たちも蓮杖に肖像画を撮ってもらっていました。本写真はアン

ブロタイプ（湿板ガラスネガの背景に黒い紙などを敷き、画像をポ

ジに見せる形態）の肖像写真で、敷物の柄から横浜の下岡蓮杖

の写真館で撮影されたものと判明します。蓮杖のガラス板写真は

きわめて貴重なものです。写された山本謙兵衛は下田でも勤務し

ており、その頃から蓮杖とは知り合いだったと考えられています。 

 

 

  

お問合せ先 

横浜開港資料館  副館長：青木祐介  展示担当調査研究員：𠮷﨑雅規  

広報担当：加藤七海 久保暢子 羽毛田智幸 

℡045-201-2100    ＊画像データをご要望の場合は広報担当までご連絡ください。         

 

 

◆神奈川奉行所の御用留  

「文久元年一二月 御用留」（右） 文久元年（1861）、 

「（文久元年）酉～文久三年四月 御用留」（左） 文久元年～

3年 石川彌八郎氏蔵・福生市教育委員会寄託（石川彌八郎

家（石川酒造）文書） 

 

◆宣教師ブラウンの「日英日常会話集」 

 

 

 

 

① 奉行所の「御用留」！ 

② 下岡蓮杖の撮った神奈川奉行所役人のガラス板写真 

 
【部分拡大】 「ナニデモヨロシウゴザリマスル」「コキケン（ご機嫌）ヨ

ロシウゴザリマスカ」「アナタシタクハヨロシウゴザリマスカ」など、簡単

な日常会話文が日本語・英語で記される。 

 


